
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・市教育局で教育研究のモデル校を指定し、指導法や教材の
　研究開発に対し指導・助言をする。

　H30年度研究指定発表校は11月に発表会を実施した。竹園
学園11月16日、光輝学園11月17日、大穂学園11月17日に実施
し、市内各校から教員の参加があり、指導法等の向上を図る
ことができた。

・市教育局で教育研究のモデル学園を指定し、指導法や教材
　の研究開発に対して指導・助言をする。
・H30研究指定校　竹園学園　光輝学園　大穂学園
・H30～31研究指定校 輝翔学園　洞峰学園　茎崎学園
・５月～翌３月　年３回程度の訪問指導を実施し、指導・助
　言を行う。

・H30年度研究指定発表校である竹園学園　光輝学園　大穂
　学園への訪問を各３回ずつ実施し、助言・指導を行った。
・H31年度研究指定発表校である輝翔学園　洞峰学園　茎崎
　学園への訪問を２回ずつ実施し、指導・助言を行った。

継続

研究指定校支援事業

職員のみ

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         7.0

         0.0

         7.0

         0.0

         6.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　学校教育研究事業を支援することによって、指導法や教材
の開発、教職員の資質の向上を図り、児童生徒の学力を向上
させる。

研究校（学園）の指定数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         7.0

         0.0

         8.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

795

活動指標

教育局教育指導課

教育指導係

校



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

1,300,000円
・研究指定校講師謝礼　187,000円
・研究指定校用教材用消耗品　933,000円
・印刷製本費　120,000円
・バス借上げ　小中連携事業バス借上げ　60,000円

       6,318        6,738

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.70          0.70

       170.00        170.00

無 無

       5,404        5,362

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         914        1,376        1,300            0

         914        1,376        1,300            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・市教育委員会主催の各種研修講座に講師を招き、視察研修
　を実施

　教職員の資質及び指導力の向上を図ることができた。

・教職員の資質向上を図るための、教職員対象の研修講座を
　実施する。
・４月から翌２月で教員対象の研修（16講座）を実施する。

・教職員の資質向上を図るために16研修講座のべ33回実施し
　た。
・約1500人の教職員の参加があった。

継続

教職員の各種研修事業

職員のみ

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,500.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　教職員の研修を支援することで、教職員の資質及び指導力
の向上を図り、児童生徒の学力向上を目指す。

教職員の各種研修への参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

796

活動指標

教育局教育指導課

教育指導係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・各種講座講師謝礼　48,000円
・研修会講師旅費・県外研修会旅費　31,200円
・消耗品費　24,000円
・飲み物代（視察受入時）　7,200円
・研究発表会参加費　12,000円

       3,660        3,119

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.35          0.35

       190.00        190.00

無 無

       2,968        2,942

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         573            0            0            0

         119          177          123            0

         692          177          123            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　５・６年生チーム50チーム前後,７・８年生チーム30チーム前後、計240人の児童生徒で実施。問題作成においては、物
理・化学・生物・地学等の問題を多く作成し、次年度以降のためにストックする。

　筆記問題と実技問題の問題作成に時間と労力がかかる。

・科学について市内児童生徒が１チーム３人のチーム戦で筆
　記による共通課題へ取り組み、決勝リーグで実験実技の競
　技（サイエンスキッズリーグ）を開催する。

　予選リーグの筆記問題と決勝リーグの実技問題に挑戦する
ことにより、科学に関する基礎基本の定着や基礎学力が向上
した。
　また、グループで実験実技を行うことで、科学的な見方や
考え方が深まり、科学的な思考力が高まった。

・１チーム３人編成で参加し、予選リーグと決勝リーグに分
　けて、サイエンスキッズリーグを行う。表彰式は、科学フ
　ェスティバルで行う。
　８月４日（土）予選リーグ（筆記試験）〔市庁舎〕
　10月20日（土）決勝リーグ（実技試験）〔みどりの学園〕
　11月10日（土）表彰式〔カピオ〕

・１チーム３人編成で参加
　予選リーグ：５・６年生が55チーム165人の児童、
　　　　　　　７・８年生が33チーム99人の生徒
　　　　　　　合計243人参加
　決勝リーグ：５・６年生部門８チーム
　　　　　　　７・８年生部門８チーム　計16チーム参加

継続

つくば市サイエンスキッズリーグ事業

職員のみ

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　児童生徒の理科教育・科学教育への興味関心を高め、「科
学の甲子園」や高校生の参加による国際的な科学オリンピッ
ク等にも積極的に参加し活躍できる人材を育成する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

797

Ⅱ 2 (3) 科学教育の推進

教育局教育指導課

教育指導係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・賞賜金（メダル・記念品代）　210,540円
・リーグ委員・審査委員旅費　40,000円
・消耗品費　128,000円（事務用消耗品、実験器具等教材用消耗品）
・傷害保険料　9,450円

       2,536        2,762

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.30

        10.00        100.00

無 無

       2,159        2,367

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         377          395          388            0

         377          395          388            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　登下校中の熱中症や交通事故の予防のため、水筒持参の徹底、保護者による交通指導の要請を行う。
　出席できなかった児童生徒には夏季休業明けに朝自習等で補充学習を実施するなど、具体的に個別対応をする。
　サポーターの確保が難しい学校については、近隣の大学等に協力を要請する。

　夏季休業中の実施であるため、登下校時の熱中症や交通事
故への適切な対応について、各校で検討が必要である。家事
都合等により出席できなかった児童生徒への個別の配慮が必
要である。学校によってはサポーターの人数確保が難しい。

・市内全小学校及び義務教育学校の４、５年生並びに中学校
　及び義務教育学校の７、８年生を対象として「学びの広場
　サポーター」を夏季休業期間中を中心に派遣し、学習を支
　援する。

　算数・数学の実施前テストと実施後テストを比較したとこ
ろ、市内全校において、実施後に得点の伸びが見られた。前
の学年の基礎的な四則計算を復習することで、実施後に当該
学年の内容理解が進んだ。

・市内全小学校及び義務教育学校の４、５年生並びに中学校
　及び義務教育学校の７、８年生を対象として「学びの広場
　サポーター」を夏季休業期間中を中心に派遣し、学習を支
　援する。

・学びの広場小学校版について
　市内全小学校・全義務教育学校にサポーターを派遣し、夏
　季休業中に10時間の学習支援を実施した。
・学びの広場中学校版について
　希望のあった市内３中学校にサポーターを派遣し、夏季休
　業中に数学の学習支援を実施した。

継続

学びの広場サポート事業

補助金（間接）

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

        37.0

         0.0

        45.0

         0.0

        41.0

         0.0

        40.0

         0.0

        45.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市内全小学校及び義務教育学校の４、５年生及び中学校及
び義務教育学校の７、８年生の算数・数学の基礎学力や学習
習慣の定着を図る。

実施学校数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        37.0

         0.0

        52.0

         0.0

        51.0

         0.0

        51.0

         0.0

        45.0

         0.0

        45.0

         0.0

        45.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

798

成果指標

教育局教育指導課

教育指導係

校



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・小学校・義務教育学校前期課程
　サポーター謝礼　3,000円×5日×161学級（4学年･5学年）2,415,000円
　サポーター傷害保険料　160円×200名＝32,000円
・中学校・義務教育学校後期課程
　サポーター謝礼　1,500円×４時間×134学級（7学年･8学年）804,000円
　サポーター傷害保険料　340円×120円＝40,800円

       4,115        5,162

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.20

        20.00        200.00

無 無

       1,473        1,909

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0        1,084            0            0

           0        1,084            0            0

           0            0            0            0

       2,509            0        3,292            0

         133        1,085            0            0

       2,642        3,253        3,292            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・各学園学校の実態と発達段階に応じ、各教科領域の指導目
　標を達成するために効果的な指導方法について共に考え、
　適切に助言する。

　各種訪問をとおして、教員の授業力向上が見られ、児童生
徒の学力も向上してきた。

４月　市学校教育指導方針説明会において、学習指導におけ
　　　る重点目標等の説明を行う
５月～12月　各種訪問指導において、個々の授業における適
　　　　　　切な指導について助言指導を行う。研修会にお
　　　　　　いては、各学園の課題意識ごとに焦点化したテ
　　　　　　ーマで、授業力向上のための助言指導を行う。
１月～３月　児童生徒の学力の推移について分析したものを
　　　　　　もとに、次年度に向けての改善策のまとめを促
　　　　　　し、方向性について助言指導する。

４月　学校教育指導方針説明会を実施
　　　（市の重点目標等を説明）
５月～12月　計画指導訪問、小中一貫訪問、要請訪問等実施
　　　　　　授業に対する助言指導、分科会等で授業力向上
　　　　　　のための助言指導実施
２月　学校改善プラン検証（児童生徒の学力の推移について
　　　分析）

継続

学習指導助言事業

職員のみ

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　各学園学校の実態と発達段階に応じ、各教科領域の指導目
標を達成するために効果的な指導方法について共に考え、適
切に助言し、教職員の資質の向上を図る。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

799

教育局教育指導課

教育指導係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

      11,494       11,331

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.50          1.50

       330.00        300.00

無 無

      11,494       11,331

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・自主的・組織的に研究に取り組もうとする学校に研究奨励
　費を助成し、研究の支援を行う。

　各校ともに自主的、組織的に研究実践したことで、教職員
の指導力の向上を図ることができた。

・自主的・組織的に研究に取り組もうとする小中学校（応募
　校）に対して、研究奨励費を助成する。
　５月　研究奨励校募集
　６月　研究奨励校決定及び予算令達
　６月～２月　研究実践
　２月　実践報告書提出

・吾妻小、二の宮小、谷田部東中、茎崎中、みどりの学園の
　５校が研究奨励校として研究を行った。

継続

研究奨励助成事業

職員のみ

01-100102-24 学校教育研究支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　自主的・組織的に研究に取り組もうとする小中学校（応募
校）に対して、研究奨励費を助成する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

801

教育局教育指導課

教育指導係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・賞賜金　3,000円×5校＝15,000円
・消耗品費　30,000円×5校＝150,000円
・備品購入費　90,000円×5校＝450,000円

       2,044        2,052

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.20

        30.00         30.00

無 無

       1,498        1,487

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         546          565          615            0

         546          565          615            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　関係機関と連携を取り合い、日本語指導ボランティアの人材確保に努める。

　日本語指導ボランティアの人材確保。

・日本語の理解が十分でない児童生徒が学習や生活に支障が
　なく適応できるようにするための支援
・児童生徒の多文化理解を促進するために、各学校または学
　園単位で国際理解集会等を実施

　外国の方と直接関わったり、外国での生活経験のある方か
ら話を聞いたりする経験を通して、児童は日本文化の良さを
再確認することができた。また、外国の文化や生活について
の興味・関心を高めることができた。
　日本語指導ボランティアの活用により、児童の学習面や生
活面での適応を支援することができた。

・国際理解集会の実践報告書のWeb回覧を実施
・外国語学習の充実のため、４技能の力を客観的に捉えられ
　る外部試験を受ける。
・日本語指導ボランティアについて、ボランティアの確保が
　難しい地域では学校との連絡調整を行い、支援の充実を図
　る。

・市内全小学校及び義務教育学校前期課程で国際理解集会を
　実施
　講師として、保護者、地域の方々、国際交流室、国際交流
　センター、ワールドキャラバン等を活用
・日本語指導ボランティアを15校に配置
　延べ462人のボランティアの協力を得て、1273時間の指導
　を実施
　沼崎小と柳橋小で外部試験（GTEC　Jr）を実施

継続

国際理解教育推進事業

職員のみ

01-100102-25 国際理解教育推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

日本語指導・国際理解集会

　つくば市の学校教育の柱の一つである国際理解教育の充実
を図るための事業である。日本語指導を必要とする児童生徒
への学習や生活に適応するために、地域のボランティアを活
用し、支援を行う。また、各学校において国際理解集会を実
施し、異なる文化や考え方を尊重する態度を育む。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

805

教育局教育指導課

学校・地域連携係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費　1,293,000円
　国際理解集会講師謝礼 330,000円　（1人2,000円×5人×33校）
　日本語指導ボランティア謝礼 847,000円　（１時間700円×1,210時間）
　日本語指導ボランティアコーディネーター 26,000円　（１時間1,000円×26時間）
　日本語指導ボランティア・コーディネーター交通費　90,000円　（H30年度　前期実績より試算）
・需用費　325,000円
　国際理解集会用消耗品　165,000円　（5,000円×33校）
　日本語指導ボランティア消耗品160，000円　（10，000円×16校）
・役務費　62,020円
　傷害保険料  8,860円×7名＝62,020円
・委託費　577,500円
　GETC　Jr.　受験料　577,500円（１回3,500円×1.10×150人）

       4,617        4,818

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.35          0.35

        40.00         40.00

無 無

       2,589        2,570

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,028        2,248        2,259            0

       2,028        2,248        2,259            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　各学校への出前レクチャー事業の周知。

　子供たちに科学に触れる機会を増やすため、定期的に出前
レクチャー活用を案内し、受講回数を増やし、継続して促進
していく必要がある。

・学校等の希望により、事前に登録した研究機関の研究員等
　と連絡調整し、現役研究員等を専門テーマの講師として派
　遣する。

　科学教育の推進が図れた。

４月　実施要項・要領を設置し、各研究機関に講師登録を依
　　　頼
　　　市教育指導方針説明会で事業説明を行う。
５月上旬　講師一覧をまとめる
５月中旬　つくばスタイル科対応表作成、受講受付を開始
　　　　　通年で出前レクチャーを実施
６月　中学校科学部と研究機関との交流事業開始
11月10日・11日　つくば科学フェスティバルで中学校科学部
　　　　　　　　と研究機関との交流成果として連携出展

・各小学校の科学クラブまたは科学部に出前レクチャー実施
　（17回　670名の児童生徒が受講）
・桜学園桜中学校及び光輝学園手代木中学校において研究機
　関との交流を実施

継続

つくば科学出前レクチャー事業

一部委託

01-100501-16 科学教育推進に要する経費

     1,665.0

         0.0

     1,187.0

         0.0

     1,466.0

         0.0

     1,287.0

         0.0

       670.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　最先端科学技術都市としての特性を生かし、大学や研究機
関等の協力を得て、科学教育の推進を図るため。

講座参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

     1,200.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 2 2 つくばスタイル科の充実

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

806

活動指標

Ⅱ 2 (3) 科学教育の推進

教育局教育指導課

学校・地域連携係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費　115,000円
　出前レクチャー講師謝礼　5,000円×20回＝100,000円
　出前レクチャー補助員謝礼　3,000円×3回＝15,000円
・需用費　271,400円
　科学教育推進事業事務用消耗品　80,000円
　出前レクチャー実験材料代　4,000円×15回×1.10＝66,000円
　科学出前レクチャーパネル印刷（A1フレーム）　24,000円×2枚×1.10＝52,800円
　科学出前レクチャーチラシ　33円×2,000円×1.10＝72,600円
・役務費　67,750円
　出前レクチャー講師傷害保険　49,750円
　出前レクチャー受講者傷害保険　18,000円

       2,903        2,943

維持

1

4

2

2

ニーズはほとんどない、又は不明である。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.35          0.35

        50.00         10.00

無 無

       2,615        2,495

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         288          448            0            0

         288          448            0            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　見学施設を増やす。つくばちびっ子博士事業の周知拡大

　見学施設を増やし、来場者及びパスポート提出者の増加を
図る。

・市内の協力研究機関等を子ども達がスタンプラリー形式で
　見学し、見学期間（夏休み）終了後、提出された専用パス
　ポートの内容により、最優秀ちびっ子博士・優秀ちびっ子
　博士・ちびっ子博士に認定し、認定証と記念品を授与
・対象者は、全国の小中学生

　認定基準を見直したため、来場者及びパスポート提出者が
大幅に増加した。また、科学への興味関心が高められた。

４月　事業計画を作成、各機関に指定見学施設登録を依頼
５、６月　チラシ・パスポート等作成、広報つくば(７月号)
　　　　　掲載依頼、説明会実施
７月　チラシ・パスポート配布
７月21日～８月31日　ちびっ子博士開催（42日間）
９月25日　パスポート提出期限
９月～11月　認定作業
12月～１月　認定証・記念品送付

・指定見学施設を新規２施設増加
　昨年実施の３施設が取り止めたことにより、38か所の見学
　施設で実施認定基準の見直しを図ったこともあり、延べ来
　場者数が113,000名を超えた。（昨年比7,096人増）
　パスポート提出者数は5,000名を超えた。（昨年比1,246人
　増）

継続

つくばちびっ子博士事業

一部委託

01-100501-16 科学教育推進に要する経費

     4,358.0

         0.0

     4,283.0

         0.0

     3,748.0

         0.0

     3,803.0

         0.0

     5,049.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　最先端科学技術都市としての特性を生かし、大学や研究機
関の協力を得て、子どもたちに科学技術に触れさせ、楽しみ
ながら科学への興味や関心を高めさせる。

パスポート提出者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

     4,200.0

         0.0

     4,400.0

         0.0

     4,420.0

         0.0

     4,440.0

         0.0

     4,460.0

         0.0

     4,480.0

         0.0

     4,500.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 2 2 つくばスタイル科の充実

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

807

活動指標

Ⅱ 2 (3) 科学教育の推進

教育局教育指導課

学校・地域連携係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・需用費　3,038,340円
　ちびっ子博士参加記念品代
　①最優秀ちびっ子博士 370円×1,500セット×1.10＝610,500円
　②優秀ちびっ子博士　 180円×2,500セット×1.10＝495,500円
　③ちびっ子博士　　　 100円×1,500セット×1.10＝165,000円
　ちびっ子博士看板代 69,120円 のぼり旗 36,720円 のぼり旗ポール 6,480円
　ちびっ子博士スタンプ代 99,900円　ちびっ子博士ポスター 43,740円
　ちびっ子博士認定証 78,650円　ちびっ子博士うちわ（ｼﾞｭﾆｱ）324,000円
　ちびっ子博士パスポート 499,230円　ちびっ子博士チラシ 499,500円
　ちびっ子博士認定証宛名印刷 110,000円
・役務費　324,000円
　ちびっ子博士来場者傷害保険 324,000円

       6,479        6,825

維持

4

3

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.50

        80.00         30.00

無 無

       3,756        3,604

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,723        3,221            0            0

       2,723        3,221            0            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　つくば科学フェステイバル事業の周知拡大

　会場の規模から出展団体を増やすことについては、募集段
階で出展団体数を限るか、または、１ブースあたりの面積に
ついて検討する必要がある。
　新しい企画内容での出展協力を行う必要がある。

・市内の各学校、高校、大学、研究機関等がつくばカピオを
　会場に科学実験等を出展
　青少年を対象に科学の楽しさや不思議などを体験させ、楽
　しみながら科学や理科への興味・関心を高めさせるイベン
　トを実施

　数団体ではあるが新規の出展団体に参加いただいた。
　天候に恵まれたこともあり、来場者が大幅に増加した。
　来場者アンケートにおいて、来場者の95％が楽しかったと
回答しており、体験型イベントとして科学への興味関心を高
めることができた。

５月　募集要項を設置，標語募集
６月　出展団体募集
７月または８月　第１回出展団体説明会
７月　標語決定
８月　ポスター・チラシ作成
９月　最終企画書締切，チラシ等配布，会場設営契約(７月
　　　一般競争案件提出)
10月　第２回出展団体説明会
11月10日・11日　科学フェスティバル開催

・52団体のブース出展
　11月10日・11日の２日間で延べ14,464人が来場
・桜学園桜中学校が科学出前レクチャーを活用
　年間を通して研究機関と交流をしてきた成果として、連携
　出展を実施した。

継続

つくば科学フェステイバル事業

一部委託

01-100501-16 科学教育推進に要する経費

    17,500.0

         0.0

    18,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    12,127.0

         0.0

    14,464.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市内の各学校・高校・大学、研究機関等が出展し、研究者
や学校教職員と子供たちによる科学を楽しむための体験型イ
ベントを実施する。

来場者延べ人数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 2 2 つくばスタイル科の充実

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

808

活動指標

Ⅱ 2 (3) 科学教育の推進

教育局教育指導課

学校・地域連携係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費　98,600円　ボランティア謝礼 48,000円 入賞者記念品 50,600円
・需用費　2,783,040円　標語入賞者記念品 154,000円
　参加団体ブース用消耗品 1,500,000円
　科学フェスティバル（ポスター・チラシ・解説書等）1,129,040円
・役務費　202,920円
　科学フェスティバル事業賠償責任保険・入場者・展示関係傷害保険 202,920円
・委託料　4,098,000円
　会場設営委託料　4,043,000円　ごみ処理業務委託料 55,000円
・使用料及び賃借料　400,400円
　駐車場使用料 400,400円

      10,642       10,926

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.50

       100.00         20.00

無 無

       3,807        3,579

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       6,835        7,347            0            0

       6,835        7,347            0            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　学習チューターの人数を確保するため、筑波大学や筑波学院大学など近隣の大学とのさらなる連携を図る。こども未来
室と連携し、地域ボランティアにも広く参加を呼びかけることを考えている。
　また、広報つくばやホームページなどを利用し、一般に公募していく。さらに募集案内を作成し、学校の協力を得る。

　学習チューターの人数と質を確保、向上していく必要があ
る。
　また、各校の取組について情報交換する機会を設定するの
が望ましい。基礎的な学習内容だけでなく、生徒の状況によ
ってはレベルの高い内容について助言していくことも考えら
れる。

・大学生（筑波大学及び近隣地域の大学と連携）を市内全中
　学校及び義務教育学校へ派遣し、生徒の学習支援を行う。

　本事業の実施により、16校中15校が「生徒の学力が向上し
た」と報告している。また、参加した生徒の80％は「これか
らも学習に取り組もうという気持ちになった」と回答し、学
習意欲の向上が見られた。さらに、学習チューターの約95％
が「やりがいを感じた」と回答しており、本事業は地域貢献
の場としても重要な役割を担っていることがわかった。

４月　担当者会議、計画書作成、チューター募集
７月　オリエンテーション（筑波大学）
７月23日～　つくば未来塾開始
３月　実績報告

・延べ実施日数：194日
・学習チューター登録者数：120人
・参加生徒数（延べ）11,275人
・予算執行率84％

継続

つくば未来塾事業

補助金（間接）

01-100302-19 つくば未来塾に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　筑波大学及びつくば市近隣地域の大学の協力のもと、大学
生や大学院生等をチューター（学習助言者）として。つくば
市全中学校及び義務教育学校に派遣し、生徒の学習支援を図
る。
　生徒の学習上のつまずきを解消して、学習意欲の向上を図
る。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

810

教育局教育指導課

学校・地域連携係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費　3,550,000円
　ボランティア指導員謝礼　3,520,000円（1日2,000円×22日×5人×16校）
　運営委員謝礼　30,000円（1回3,000円×2回×5人）
・旅費　2,000円
　運営委員旅費1,000円×２名
・需用費　640,000円
　事務用消耗品　 320,000円（20,000円×16校）
　教材テキスト代 　320,000円（20,000円×16校）
・役務費　86,100円
　傷害保険料　8,610円×10名＝86,100円
・総事業費　4,277千円（うち国・県費補助は2，793千円）
　県費補助＝4,190千円（補助対象経費）×２／３（国・県費補助率）=2,793千円

       4,534        5,368

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.15          0.15

        30.00         30.00

無 無

       1,142        1,134

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

       2,493        2,793        2,793            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         899        1,441            0            0

       3,392        4,234        2,793            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　特になし

・教員からの学校運営に関する相談や保護者からの学校への
　要望等に対し、迅速かつ的確なアドバイス等ができるよう
　に、専門的な知識をもつ「学校指導員」を任用する。

　相談及び要望等に迅速かつ適切にアドバイスを行ったこと
で、学校運営が順調に進んだ。

・学校・幼稚園訪問を通じて、教員からの学校運営に関する
　相談や保護者からの学校への要望等に対し、迅速かつ的確
　なアドバイスを行う。
　４月～３月（市内全学校45校、全幼稚園16園）

・学校・幼稚園訪問を通じて、教員からの学校運営に関する
　相談や保護者からの学校への要望等に対し、迅速かつ的確
　なアドバイス行った。
　４月～３月（市内全学校45校、全幼稚園16園）

継続

学校教育指導員の配置事業

職員のみ

01-100102-30 学校教育・特別支援教育指導員に要す

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        67.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　学校教育指導員を配置し、学校教育及び幼稚園教育の充実
及び振興を図るため。

学校訪問を通じて、教員からの学校運営に関する相談や保護者からの学校への要望等に対してアドバイスを
行った回数（市内全幼稚園・全学校）

学校・幼稚園訪問回数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        67.0

         0.0

        61.0

         0.0

        61.0

         0.0

        61.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

814

活動指標

教育局教育指導課

教育指導係

回



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報酬　２人×160,000円×12ヶ月=3,840,000円
・旅費　（費用弁償）２人×17日×550円×12ヶ月=224,400円

       2,744        4,821

拡充

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

        20.00         20.00

無 無

         762          756

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市立中学校及び義務教育学校において、運動部の外部指導員として「部活動指導員」を任用し、
更なる教育の充実を図るため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,982        4,065        4,065            0

       1,982        4,065        4,065            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度


